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バクテリオシンの遺伝子 は通常、プラス ミ ドにコー ドされて いるが、軟腐
病菌のバクテ リオシン遺伝子については、プラスミ ドあるいはクロモゾームの
いずれにコー ドされているか不明である。そ こで、本研究では軟腐病菌約10
00菌 株の中か ら生物防除剤の素材として有望な9菌 株 とバクテ リオシン生産
能のない1菌 株 を選定 しプラス ミ ドの有無を検討した。プラスミ ドが検 出され
ない1菌 株を除く他の菌株は3.5～100kbの プラスミ ドを1～2個 保有 し
ていた(Table1)。プラス ミ ドを持たない菌株でもバクテ リオシンを生産する
ことか らバクテリオシン遺伝子 は染色体にコー ドされていることが示唆された。
また、バ クテ リオシン遺伝子が染色体 にコー ドされている ことの確認 のた
めに3菌 株を用い、Ethidi㎜bromideの濃度(50,100,・250,500,1000,2000
ppm)と温度(28,36℃)を変えて処理 し、5000菌 株 を分離 した。 これ ら50
00菌株中で、プラスミ ドが消去された菌株 は全 くみ られなかった。この結果
か ら、軟腐病菌のプラスミ ドのキュアリングは非常に難 しい ことが明 らかとな
った。 一
第3章 軟腐病菌のバ クテ リオシン生産制御遺伝子のクローニング
3-1軟 腐病菌のバクテ リオシン調節遺伝子のクローニング
団.
軟腐病菌のバクテ リオ シン遺伝子 を解明する目的で非病原性軟腐病
菌CGE234M403を供試 し、この菌株よりリファンピシン耐性菌M-rif-11-2
を分離 した。本菌株 に トランスポゾンTn5を 挿入 し、低分子量のバクテ リ
オシン生産能を欠損 したTMOIAO1菌株 を得た。 このTMOIAO1菌株 を使
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用 してTAIL-PCRを行 った。さらに脇 一PCRfnv:f亡roCloningkit(TaKaRa)
を用いてバ クテ リオシンの生産調節に関与する遺伝子 の約1,280塩基配列
を解明した。 この遺伝子 にっいて、BLAST及びFASTAデ ータベースの検










3-2軟 腐 病菌のバ クテ リオ シ ン合 成 牽促進 す る遺伝子sigma因子 の
ク ローニ ング
軟腐病菌のバクテ リオシン遺伝子 を解明する 目的で軟腐病菌89-H-4
を供試 し、この菌株よ りリファンピシン耐性菌H:一rif-8-2を分離 した。本
菌株に トランスポゾンTn5を 挿入 し、低分子量のバクテ リオシン生産能を
欠損 したTHI2-2菌株を得た。 このTH12-1菌株 を使用 してTAIL-PCR
を行 った。 さらにLA-PCRfnv:ゴ亡roC10ningkit(TaKaRa)を用いてバクテ











たので、つぎに 伽Cと 伽Dと の関係について検討 した。そ こで、組み込
んだプラスミドpBYL2から、flhC遺伝子だけを持ったプラスミ ドpBYL2C
を、そ して同じくf茄D遺 伝子だけを持 ったプラスミ ドpBYL2Dを2種 作
出した。さらにpBY:L2Dプラスミ ドから伽D遺 伝子にkanamycin遺伝子
を組み込んだプラスミドpBYL2D-kanを作出した。その後、pBYL2D-kan
を用いてKHI7(∠血D挿 入変異菌)を作出 した結果、バクテ リオシン生産能
が欠損 していることが判明した。そ こで、pBYL2CとpBYL2Dをそれぞれ
の変異菌であるTH12-2とK:H:17へ形質転換 を試みた結果、低分子量のバ




オシン生産の調節 に、共同で働 くことが明 らかとなった。また、fヱhDとfヱhC
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は共 同で低分子量バクテリオシン生産 を調節するだけではな く、伽Cは 細
胞分裂 を、伽Dは 細胞 の大 きさを個別 に調節する ことも明 らか となった
(Fig.4,Fig.5),
第4章 軟 腐 病 菌 の 低 分 子 量 バ ク テ リオ シ ン遺 伝 子carocinH1の ク ロ ー
ニ ン グ
軟 腐 病 菌 の バ クテ リオ シ ン遺 伝 子 を解 明す る 目的 で 軟腐 病 菌89-H-4を
供 試 し、 この菌 株 よ りリ フ ァ ン ピ シ ン耐 性 菌H-rif-8-2を分離 した 。 本 菌 株 に
トラ ン ス ポ ゾ ンTn5を 挿 入 し ・ 低 分 子 の バ ク テ リオ シ ン生 産 能 を 欠 損 し た
TH22-10菌株 を得 た。 このTH22-10菌 株 を使 用 して3回 のTAIL-PCRを行
っ た。 さ らにバ ク テ リオ シ ン の生 産 に関与 す る遺 伝 子 の2,279塩基 配 列 を解 明
し た 。 こ の 遺 伝 子 に つ い て 、BLASTデ ー タ ベ ー ス の 検 索 を 行 っ た 結 果 、
.Pseαdomoη∂saerロ8fηosaのpyocinS3やAP41など(低 分 子 量 バ クテ リオ
シ ンー 種)と 高 い相 同性 が 認 め られ た(Fig。6)。そ の 中で 、622番 目のDNA
塩 基 配 列 か ら、1704番目のDNA塩 基 配 列 まで のORFはpyocinS3のkiner
proteinと高 い 相 同性 が み られ た 。ま た、1,706番目のDNA塩 基 配 列 か ら、2,092
番 目のDNA塩 基 配列 まで のORFはpyOcinS3のimmunityproteinと高 い相
同性 が あ っ た 。 この低 分 子 量 バ ク テ リオ シ ンの タ ンパ ク のkiUingprOteinと
相 同性 の高 い塩 基 配 列 はcaroHヱK,immunityprOteinと相 同性 の 高 い塩 基 配
列 はcaroH刀 と命 名 した 。 この2つ の遺 伝 子 をcarocinH:1geneと名 付 けた 。
っ ぎ に、 相 同 性 の 高 い約1,900塩 基 配 列 を ク ロ ー ニ ン グす るた め 、H:一rif-8-2




分 子 量 の バ ク テ リオ シ ンcarocinH1はコ ピー 数 の少 な い プ ラス ミ ド





(1)プ ラスミ ドを保有 しない菌株で もバ クテ リオシンの生産が認め ら
れ ることか ら、バクテ リオシン遺伝子 は染色体 にコー ドされてい
ることが推定 された。つぎにEthidi㎜bromideの灘 と温度を
変 えた処理によ り、 プラスミ ドの消去 された菌株 は得 られなかっ
た。軟腐病菌からのプラス ミ ドのキュア リングは非常に困難であ
ることが判明 した。
(2)軟腐病菌の トランスポゾン挿入菌株 は使用す る指示菌 によ り、バ
クテ リオシンの阻止帯の幅に変動が見 られる。 この結果 か ら、軟
腐病菌は一つの菌株がいくつの低分子量バ クテ リオシンを生産 し
ていることが明か となった。
(3)大腸菌のスーパーオペロン調節遺伝子内の1ユ幻 な どの遺伝子 と高
い相同性があるbrg遺 伝子は低分子量バ クテ リオシンの生産を調
節す るだけではな く、細胞分裂、及び運動性 をも調節する ことが
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明 らかとなった。
(4)大腸菌 の鞭 毛構 成促 進遺伝 子flhDC(別名:SigmaIま た は
Sigma28)は軟腐病菌の低分子量バ クテ リオシンの生産 を調節する
ことを明か となった。 これ らの遺伝子が軟腐病菌の低分子量バク
テ リオシンの生産 を調節す る場合、共同して働 く必要がある、 と
ころが他の遺伝子を調節する場合 には、別々に働 いていることが




protein(caroH11)の2つか ら構成 されることを判明 した。この
carocinH1遺伝子を軟腐病菌のバクテ リオシン非生産株Ea1068
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論 文 審 査 結 果 要 旨
軟腐病 はアブラナ科の野菜をはじめ多数の植物 に発生 し,大 きな被害 をもた らす重要 な細菌病であ り,
難 防除病 害の一つ に挙げ られ,早 急な防除対策の確 立が望 まれている。軟腐病菌は,近 縁 な細菌 だけ を
程す抗菌物 質の一種 であるバ クテ リオシ ンを生産する。バ クテ リオシン生産能 は保持 し,病 原性 を欠失
した非病 原性変異株 を作 出す れば,本 病害の生物的防除に利用で きる。そのためにはバ クテ リオシン遺
伝子の解析が必 要である。
本研 究では,バ クテ リオシ ン生産能 を有す る軟腐病菌 を使用 し,バ クテ リオシンの生産に関与す る遺
伝子の所在 を確認 した後1挿 入失 活法 を利用 して,バ クテ リオシン生産能に損傷が見 られた菌株 を分離
し,バ クテ リオシン生産 に関与す る遺伝子の解析 を行 った。その結果,(1)プラス ミ ドを保持 しない菌株
でで もバ クテ リォシンの生産が認 め られ,バ クテ リオ シン遺伝子 は染色体 にコー ドされていることが推
走 された。 また,Ethidiumbromideの濃度 と温 度 を変 えた処理 によ り,プ ラス ミ ドの消去 された菌株
は得 られず,軟 属病菌か らのプラス ミ ドのキュアリングは非常 に困難 であ ることが判明 した。(2)軟腐病
菌の トランスポゾン挿入菌株 は使用す る指示菌 によ り,バ クテ リオシンの阻止帯の幅に変動が見 られる。
す なわち,軟 腐病菌 は一つの菌株がい くつかの低分子量バ クテ リオシンを生産 していることが明か となっ
た。(3)大腸 菌のスーパ ーオペ ロン調節遺伝子内の ゆなどの遺伝子 と高い相 同性があ るbrg遺伝子 は低分
子 量バ クテ リオシンの生産 を調節 するだけではな く,細 胞分裂,及 び運動1生を も調 節するこ とが明か と
なった。(4)大腸菌の鞭 毛構成促進遺伝 子伽1)C(別名:Sigmalまた はSigma28)は,軟腐病菌の低 分子量
バ クテ リオシンの生 産を謂節する ことが明か となった。 これ らの遺伝子 が軟腐病菌 の低分子量バ クテ リ
オシンの生産 を調節する場合,共 同 して働 く必要がある。 ところが他の遺伝子 を調節す る場合 には,別 々
に働 いていることが判明 した。す なわち,櫛 σ遺伝子 は細胞 分裂,1翫0遣伝子 は細胞伸張 をそれぞれ調
節 している。(5)軟腐病菌株H-rif8-2からクローニング した低分子量バ クテ リオシンcarocinH1遺伝子 は
killerpro七ein(cαroEIK)とimmunityproもein(cαroH11)の2つか ら構成 されるこ とが判 明 した。 この
carocinnH1遣伝子 を軟腐病菌のバ クテ リオシン非生 産株Ea1068へ形 質転換 を試みた ところ,低 分子量
のバ クテ リオシンcarocinH1はコピー数の少 ないpACYC177をベ クターに組み込みの時 に生産 されるこ
とが確認 された。
以上の ように本論文は軟腐病菌の2つのバ クテ リオシン調節遺伝子 を発見 し,そ の多様 な機能 について
解 明 した もので高 く評価 で きる。 よって,審 査 員一同は本論文 が学位(農学)を授与す るに値す る内容で
ある と判定 した。
一442一
